
平成２７年度 第５回中野区総合教育会議次第 

 

 

１ 日  時  ２月１２日（金） 午前１１時から 

 

２ 場  所  区議会第３委員会室 

 

３ 出 席 者  （構成員） 

        区長 

        教育委員会教育長、委員 

        （関係職員） 

        川崎副区長、本田副区長、政策室長、経営室長、子ども教育部長・

教育委員会事務局次長、政策室副参事（企画担当）、政策室副参事

（基本計画担当）、経営室副参事（経営担当）、子ども教育部・教育

委員会事務局副参事（子ども教育経営担当）、教育委員会事務局指

導室長 

       

４ 議  題  (1) 中野区教育大綱について 

         



中野区教育大綱の構成（案）   
 
 
 
 
 
 

 

◆多様な人々が担う全員参加型社会の実現 

※各自が主体的に自己の能力と可能性を伸ばし、個人や社会の多様性を尊重し

ながら、それぞれの強みを生かして、ともに支えあう地域づくりを進めていくことを

目標に、個人・地域など社会全体の力を高めていく取組を進める。 

1 

基本理念 

◆ 未来を拓く力を育むまち 

◆ スポーツ・健康づくりで活力のみなぎるまち 

◆ 多様な人が参画するまち 

※持続可能で活力ある社会は、①個々人の能力向上、②体力・健康力の向上、

③多様なコミュニティにおける様々な人々の絆や支え合いの中で実現されるという

観点から、めざす姿を３点に集約。 

◆切れ目のない学びの支援・・・・・・・・・・・・・ 

◆地域のひと・もの・ことを活かす・・・・・・・・ 

◆多様性を尊重し、多様性を活かす・・・・・・・ 

◆場と機会の確保・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

4 

取組の考え方 

◆ 豊かな心を持ち、人とまちを育み支える人 

※あらゆる人が、個に応じ、いきいき学び自己実現を図るとともに、中野の人とま

ちを大切に思い、守り、発展させていく そんな人々を想定。 

2 

めざす人物像 

  現状（課題）を克服し、 

「持続可能で活力ある社会」 

の実現をめざす 

少子高齢・人口減少社会の到来 

グローバル化・ＩＣＴの進展 

雇用環境の変容、働き方の多様化 

知識基盤社会の到来→ 国際・国内競争力の向上 

社会のつながりの希薄化 

教育大綱の構成 

健康づくり・体力向上の必要性の増大 

学びの連続性（縦軸） 

社会全体の連携（横軸） 

ダイバーシティの視点（面的）

学びのセーフティネット（面的） 

3 

目標とする姿 

現状 

社会の構成員すべてが 

それぞれの能力を発揮し、 

担い手として活躍する社会 

別紙  
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